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の
語
が
あ
っ
て
、
人
口
が
日
々
増
加
し
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、
太
古
以
来
既
に
認
め
ら
れ
て
お
っ
た
。
近
い
と
こ
ろ
で
明
治
五
年

初
め
に
約
三
千
三
百
十
一
万
と
言
わ
れ
て
お
っ
た
内
地
の
人
の
数
が
、
大
正
五

年
末
に
は
約
五
千
五
百
六
十
四
万
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
増
加
の
数
は
、
毎

一
年
約
七
十
万
な
い
し
八
十
万
で
あ
る
か
ら
、
本
年
初
め
の
数
は
お
そ
ら
く
約

五
千
七
百
二
十
万
に
も
達
し
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
毎
年
増
加
の

率
は
、
ま
た
年
と
と
も
に
増
し
て
来
る
方
で
、
明
治
五
年
以
来
の
割
合
は
、
大

体
に
於
い
て
千
人
に
つ
き
八
人
な
い
し
十
五
人
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
盛
ん
な
増
殖
率
を
有
す
る
我
国
民
の
中
に
於
い
て
、
特
殊
部
落
民
の
増

殖
率
は
こ
と
に
盛
ん
で
あ
る
。
明
治
四
年
八
月
二
十
八
日
に
エ
タ
非
人
の
称
を

廃
し
た
際
の
数
を
見
る
に
、
エ
タ
二
十
八
万
〇
三
百
十
一
人
、
非
人
二
万
三
千

四
百
八
十
人
、
皮
作
等
雑
種
七
万
九
千
〇
九
十
五
人
、
合
計
三
十
八
万
二
千
八

百
八
十
六
人
と
あ
る
。
こ
の
中
非
人
と
言
わ
れ
た
方
の
も
の
は
、
そ
の
後
大
抵

解
放
さ
れ
て
、
も
は
や
所
謂
特
殊
部
落
の
待
遇
を
受
け
て
い
な
い
の
が
多
い
。

ま
た
右
の
雑
種
と
い
う
も
の
の
中
に
も
、
普
通
民
に
混
じ
た
の
が
多
数
で
あ
る

と
は
察
せ
ら
れ
る
が
、
仮
り
に
エ
タ
及
び
皮
作
等
雑
種
と
言
わ
れ
た
も
の
の
全

部
が
、
今
日
の
所
謂
特
殊
部
落
の
本
を
な
し
た
と
し
て
み
て
も
、
明
治
四
年
称

号
廃
止
当
時
の
数
は
三
十
五
万
九
千
四
百
〇
六
人
で
あ
る
。
さ
れ
ば
明
治
五
年

正
月
二
十
九
日
調
べ
の
内
地
人
口
三
千
三
百
十
一
万
〇
七
百
九
十
六
人
と
い
う

統
計
に
表
わ
れ
た
数
を
以
て
、
そ
の
五
ヶ
月
前
に
遡
っ
て
、
仮
り
に
三
千
三
百

〇
五
万
な
い
し
六
万
の
人
口
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
特
殊
部
落
民
は
総

人
口
の
九
十
二
分
の
一
、
す
な
わ
ち
九
十
二
人
の
中
に
一
人
あ
る
割
合
に
し
か

当
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
単
に
部
落
民
だ
け
の
そ
の
後
の
人
口
の
統
計
に
つ
い
て
調
査
し
て

み
る
と
、
案
外
に
も
増
加
数
の
、
こ
と
に
夥
し
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
本
年
一

月
の
そ
の
筋
の
調
査
に
よ
る
に
、
報
告
未
着
の
東
京
府
の
一
部
、
及
び
神
奈
川

・
宮
城
・
岩
手
・
秋
田
の
四
県
を
除
き
、
そ
の
他
に
於
け
る
部
落
住
人
口
（
部

落
内
居
住
普
通
民
を
除
く
）
の
総
数
が
八
十
三
万
四
千
七
百
四
十
五
人
、
部
落

外
居
住
者
人
口
総
数
六
万
九
千
六
百
六
十
七
人
、
合
計
九
十
万
四
千
四
百
十
二

人
と
あ
る
。
こ
の
以
外
に
他
へ
転
籍
も
し
く
は
移
住
し
て
、
普
通
民
の
中
に
蹟

を
没
し
た
り
、
も
し
く
は
も
は
や
部
落
民
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
数
も
、
過
去
四
十
余
年
間
に
は
少
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

現
に
北
海
道
へ
移
住
し
た
も
の
の
如
き
は
、
社
会
か
ら
も
殆
ど
こ
れ
を
区
別
す

る
こ
と
な
く
、
し
た
が
っ
て
一
人
も
右
の
統
計
に
は
載
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

東
京
の
如
き
雑
多
の
地
方
人
入
り
込
み
の
場
所
に
於
い
て
も
、
今
や
殆
ど
忘
れ

ら
れ
て
、
右
の
統
計
に
載
っ
て
い
な
い
の
が
多
い
。
お
そ
ら
く
彼
ら
の
子
孫
自

身
も
、
父
祖
が
も
と
そ
ん
な
者
で
あ
っ
た
事
を
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
近
ご
ろ
或
る
部
落
有
志
者
の
概
算
で
は
、
大
略
百
二
十
万
な
い
し
百
三
十
万

は
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
甚
だ
し
い
の
に
至
っ
て
は
、
百
五
十
万
も
あ
ろ
う

な
ど
と
い
う
統
計
を
見
積
っ
て
い
る
が
、
今
仮
り
に
ま
ず
最
も
少
く
見
て
、
概

算
百
十
二
三
万
人
と
し
た
な
ら
ば
、
部
落
民
の
総
数
は
内
地
人
総
数
の
約
五
十

分
一
、
す
な
わ
ち
五
十
人
中
に
一
人
あ
る
割
合
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
内
地
人
全
体
が
明
治
四
年
か
ら
四
十
七
年
余
の
間
に
七
割
六

分
弱
を
増
す
間
に
、
部
落
民
の
み
の
間
で
は
、
二
倍
と
一
割
強
の
数
を
増
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
増
加
率
に
於
い
て
、
実
に
普
通
民
の
二
倍
八
分
に
相
当
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
さ
ら
に
も
し
こ
れ
を
百
五
十
万
と
見
積
っ
た
な
ら
ば
、
内

地
人
総
数
の
約
三
十
八
分
の
一
と
な
り
、
明
治
四
年
以
来
四
倍
と
二
割
弱
の
増
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加
を
な
し
、
そ
の
増
加
率
に
於
い
て
普
通
民
の
四
倍
二
分
に
相
当
す
る
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
余
り
に
多
き
に
過
ぎ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
）

　
さ
ら
に
こ
れ
を
近
く
十
二
年
間
の
京
都
府
下
だ
け
の
異
動
に
つ
い
て
見
る
に
、

明
治
四
十
年
の
調
査
で
は
三
万
三
千
二
百
九
十
一
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
年

初
め
の
調
査
で
は
、
四
万
二
千
七
百
〇
二
人
で
、
二
割
八
分
強
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
生
活
の
便
を
求
め
て
、
近
く
他
地
方
よ
り
府

下
へ
来
住
し
た
も
の
も
少
か
ら
ず
交
っ
て
い
る
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
そ
の
増
加
率
の
多
い
に
は
驚
か
ざ
る
を
え
ぬ
。

　
し
か
も
か
く
の
如
き
は
、
決
し
て
明
治
以
来
の
事
で
は
な
い
。
「
京
都
御
役

所
向
大
概
覚
書
」
に
よ
る
に
、
今
を
距
る
二
百
四
年
前
の
正
徳
五
年
調
査
の

「
洛
外
穢
多
家
数
人
数
の
事
」
と
い
う
条
に
、

　
　
百
八
十
八
軒
　
　
　
　
　
　
七
百
八
十
九
人
　
　
　
　
　
　
　
六
条
村

　
　
四
十
六
軒
　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
台
野
村

　
　
二
十
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
百
十
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
小
路
村

　
　
四
十
四
軒
　
　
　
　
　
　
　
二
百
三
十
三
人
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
村

　
　
百
三
十
八
軒
　
　
　
　
　
　
五
百
九
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
天
部
村

　
　
十
七
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
村

　
　
七
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
七
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
ヶ
口
村

　
　
十
四
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
八
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舁
揚
村

　
　
八
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
代
村

　
　
二
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
河
原
村

　
　
二
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
内
村

　
　
　
合
計
十
一
部
落
、
四
百
八
十
六
軒
、
二
千
六
十
四
人

　
と
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
が
、
百
九
十
三
年
後
の
明
治
四
十
年
の
調
べ
に
よ

る
と
、

　
　
千
百
六
十
九
戸
　
　
　
　
　
五
千
三
百
九
十
六
人
　
　
　
　
　
旧
六
条
村

　
　
百
六
十
三
戸
　
　
　
　
　
　
千
二
百
七
十
六
人
　
　
　
　
　
　
旧
蓮
台
野

　
　
村

　
　
九
十
六
戸
　
　
　
　
　
　
　
六
百
七
十
一
人
　
　
　
　
　
　
　
旧
北
小
路

　
　
村

　
　
二
百
五
十
三
戸
　
　
　
　
　
千
五
百
八
十
七
人
　
　
　
　
　
　
旧
川
崎
村

　
　
三
百
六
十
四
戸
　
　
　
　
　
二
千
〇
〇
一
人
　
　
　
　
　
　
　
旧
天
部
村

　
　
四
十
三
戸
　
　
　
　
　
　
　
二
百
六
十
五
人
　
　
　
　
　
　
　
旧
小
島
村

　
　
八
十
三
戸
　
　
　
　
　
　
　
四
百
五
十
六
人
　
　
　
　
　
　
　
旧
龍
ヶ
口

　
　
村

　
　
五
十
八
戸
　
　
　
　
　
　
　
四
百
五
十
二
人
　
　
　
　
　
　
　
旧
｛
舁
揚

　
　
村
北
河
原
村

　
　
三
十
三
戸
　
　
　
　
　
　
　
二
百
十
六
人
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
西
代
村

　
　
二
十
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
柳
内
村

　
　
　
合
計
二
千
二
百
八
十
二
戸
、
一
万
二
千
四
百
五
十
二
人

　
と
あ
っ
て
、
正
に
六
倍
九
分
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
村
現
在
の
実

数
は
未
だ
こ
れ
を
知
る
の
便
宜
を
得
ぬ
が
、
仮
り
に
そ
の
後
本
年
ま
で
十
二
箇

年
間
に
於
い
て
、
京
都
府
下
全
体
に
於
け
る
増
加
の
割
合
の
平
均
に
よ
っ
て
、

二
割
八
分
強
を
増
加
し
た
と
し
た
な
ら
ば
、
現
在
で
は
合
計
約
二
千
九
百
戸
、

一
万
六
千
人
に
も
達
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
中
に
も
旧
六
条
部
落
の
如
き

は
、
他
地
方
か
ら
の
移
住
も
多
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
さ
ら
に
多
数
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に
上
っ
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
因
み
に
云
う
。
右
の
村
名
は
現
在
多
く
そ
の
称
を
異
に
し
、
或
い
は
分
合
し

て
い
る
の
も
あ
る
が
、
前
後
対
照
の
便
を
図
る
為
と
、
一
つ
は
現
在
の
名
を
わ

ざ
わ
ざ
吹
聴
す
る
の
必
要
を
認
め
ぬ
の
と
よ
り
、
こ
と
さ
ら
に
旧
名
を
掲
げ
て

お
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
云
う
、
享
保
十
七
年
五
月
の
「
六
条
村
年
寄
書
上
」
に
、
「
人
数
合
六

百
三
十
六
人
、
内
男
三
百
二
十
五
人
、
女
三
百
十
一
人
。
右
は
当
村
の
人
数
当

子
の
五
月
改
当
歳
已
上
云
云
」
と
あ
る
の
は
、
所
謂
役
人
村
た
る
旧
六
条
の
み

で
、
出
村
を
除
い
た
数
か
。
不
審
。
延
享
元
年
六
月
の
調
べ
に
は
九
百
五
十
九

人
と
あ
る
。

　
ま
た
云
う
、
右
の
旧
六
条
村
の
戸
口
数
の
中
に
は
、
約
四
十
戸
二
百
人
の
旧

悲
田
院
の
徒
を
交
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
大
勢
に
関
せ
ぬ
か
ら
、
そ
の
ま

ま
に
存
し
て
お
い
た
。

　
か
く
の
如
き
増
加
は
、
ひ
と
り
京
都
付
近
の
み
に
限
っ
た
事
で
は
な
い
。
京

大
書
記
松
山
義
通
君
の
談
に
よ
る
と
、
大
和
柳
本
の
部
落
は
か
つ
て
織
田
家
が

こ
の
地
に
陣
屋
を
設
く
る
に
際
し
、
笞
刑
執
行
・
汚
物
掃
除
・
死
牛
馬
取
片
付

等
の
必
要
よ
り
、
新
た
に
三
戸
を
他
か
ら
移
植
せ
し
め
た
の
が
初
め
で
あ
っ
た

が
、
今
で
は
五
十
戸
に
も
上
っ
て
い
る
と
い
う
。
紀
州
の
森
彦
太
郎
君
の
報
告

に
よ
る
と
、
同
国
日
高
郡
高
家
川
部
落
は
、
享
和
四
年
に
同
郡
下
志
賀
部
落
よ

り
三
戸
の
移
住
者
が
開
い
た
も
の
で
、
今
で
は
十
六
戸
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

享
和
四
年
は
す
な
わ
ち
文
化
元
年
で
、
今
よ
り
百
十
七
年
前
で
あ
る
が
、
そ
の

間
に
彼
ら
は
増
加
し
て
五
倍
強
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
こ
の
高
家

川
部
落
創
設
許
可
の
際
の
約
束
書
に
、
「
隣
村
萩
原
村
慶
長
年
暦
御
検
地
の
砌





、

皮
田
の
者
三
人
之
由
、
此
節
に
て
は
多
人
数
に
相
成
、
野
山
等
苅
込
に
て
、
本

郷
一
統
迷
惑
に
及
び
」
云
々
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
慶
長
以
来
享
和
以
前
の
二

百
年
間
に
も
、
夥
し
い
増
加
の
あ
っ
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

か
く
の
如
き
の
例
は
他
に
も
甚
だ
多
い
。

　
　
　
　
　
２
　
そ
の
一
例
と
し
て
の
京
都
旧
六
条
部
落
の
膨
脹

　
部
落
民
が
劇
甚
な
る
増
加
率
を
以
て
増
殖
し
て
来
た
過
去
の
事
歴
は
、
全
国

を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
様
で
、
も
と
非
人
と
言
わ
れ
た
部
落
が
漸
次
凋
落
し
、
住
民

次
第
に
分
散
し
て
、
蹟
を
普
通
民
中
に
没
し
て
し
ま
っ
た
の
が
多
い
の
に
反
し

て
、
も
と
エ
タ
と
言
わ
れ
た
部
落
の
み
は
、
年
と
と
も
に
到
る
処
に
発
展
し
て
、

遂
に
今
日
の
状
態
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
概
に
エ
タ
・
非
人
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
中
に
つ
い
て
、
往
時
両
者
の
割
合

が
ど
の
位
で
あ
っ
た
か
は
、
今
に
し
て
も
と
よ
り
こ
れ
を
詳
ら
か
に
す
る
事
が

出
来
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
少
く
も
京
都
に
於
い
て
は
、
正
徳
五
年
の
洛
外
エ
タ

の
人
数
が
僅
か
に
二
千
〇
六
十
四
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
年
調

べ
の
非
人
の
数
は
、
実
に
八
千
五
百
〇
六
八
に
達
し
、
殆
ど
四
倍
強
の
多
き
を

有
し
て
お
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
こ
れ
ら
非
人
部
落
に
於
い
て
は
、
そ

の
多
数
は
既
に
退
転
し
て
し
ま
い
、
依
然
旧
地
に
存
す
る
も
の
も
多
く
は
社
会

の
進
歩
と
並
進
し
て
、
も
は
や
特
殊
部
落
と
し
て
認
め
ら
れ
る
様
な
事
は
な
く
、

た
だ
僅
か
に
南
方
の
或
る
一
部
に
居
る
極
め
て
少
数
の
も
の
の
み
が
、
隣
家
の

お
相
伴
と
い
う
次
第
で
も
な
か
ろ
う
が
、
今
な
お
す
こ
ぶ
る
社
会
の
進
歩
に
後

れ
て
、
他
か
ら
部
落
民
を
以
て
目
せ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
明
治
四
年
称
号
廃
止
の
際
に
於
け
る
非
人
の
数
は
、
全
国
を
通
じ
て
僅
か
に

約
二
万
三
千
五
百
人
で
、
正
徳
の
京
都
一
地
方
の
み
に
於
け
る
も
の
の
数
に
比

し
て
、
僅
か
に
二
倍
八
分
弱
に
し
か
当
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
徳
以

来
明
治
四
年
迄
、
百
五
十
余
年
を
経
過
す
る
間
に
、
そ
の
多
数
が
解
放
せ
ら
れ
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て
し
ま
っ
た
確
か
な
証
拠
で
あ
る
。
し
か
る
に
ひ
と
り
エ
タ
と
呼
ば
れ
た
も
の

の
み
は
、
こ
の
解
放
に
漏
れ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
数
を
増
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
そ
の
部
落
発
展
の
一
例
と
し
て
、
京
都
旧
六
条
村
の
沿
革
を
述
べ
て
み
た

い
。

　
六
条
村
は
も
と
今
の
五
条
橋
下
中
島
の
地
、
す
な
わ
ち
古
え
の
六
条
河
原
の

地
に
あ
っ
た
。
（
今
の
五
条
通
り
は
古
え
の
六
条
坊
門
で
、
松
原
通
り
が
五
条

通
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
松
原
通
り
か
ら
六
条
通
り
迄
の
間
の
河
原
を
六
条
河
原

と
云
っ
た
の
で
あ
る
。
）
こ
れ
六
条
村
の
名
あ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
以
前
寛

文
頃
迄
は
、
今
の
松
原
通
り
東
洞
院
の
東
、
稲
荷
町
の
地
に
あ
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
地
は
因
幡
薬
師
の
東
で
、
或
い
は
東
寺
の
散
所
法
師
の
如
く
、

因
幡
堂
の
キ
ヨ
メ
す
な
わ
ち
掃
除
夫
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
と
こ
ろ
が
寛

文
三
年
に
至
り
、
市
内
整
理
の
為
に
右
の
六
条
河
原
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
正
徳
二
年
に
、
妙
法
院
に
於
い
て
こ
の
地
が
入
用
と
あ
っ
て
、
妙
法
院

領
七
条
お
土
居
以
南
の
高
瀬
川
付
近
に
地
を
点
定
し
、
こ
こ
に
移
転
せ
し
め
た

の
が
後
の
柳
原
六
条
村
で
あ
る
。
当
時
給
せ
ら
れ
た
地
は
七
条
お
土
居
外
、
高

瀬
川
と
船
入
と
の
間
に
於
い
て
、
六
尺
五
寸
棹
で
僅
か
に
二
千
五
百
六
十
六
坪
、

ほ
か
に
皮
張
場
五
百
十
一
坪
、
合
せ
て
三
千
七
十
七
坪
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
当
時
の
簡
易
生
活
の
彼
ら
の
社
会
で
は
、
百
八
十
八
軒
七
百
八
十
九
人

（
正
徳
五
年
調
べ
）
に
対
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
と
も
か
く
も
間
に
あ
っ
た
も
の

と
見
え
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
間
も
な
く
人
口
増
加
し
て
狭
隘
を
感
じ
始
め
た
。
す
な
わ
ち

移
転
の
後
僅
か
に
十
年
の
享
保
八
年
に
至
っ
て
、
六
条
村
橋
入
口
、
妙
法
院
領

三
畝
三
歩
の
地
を
居
小
屋
地
に
願
っ
て
許
さ
れ
た
。
七
条
出
屋
敷
三
軒
町
或
い

は
三
軒
屋
村
と
い
う
名
が
享
保
頃
に
見
え
て
い
る
の
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
つ
い

で
享
保
十
一
年
二
月
に
至
り
、
さ
ら
に
六
条
村
手
下
大
西
屋
庄
左
衛
門
・
大
和

屋
喜
三
郎
・
住
吉
屋
安
兵
衛
よ
り
、
旧
銭
座





跡
開
発
の
こ
と
を
思
い
立
ち
、
天

部
・
川
崎
・
蓮
台
野
等
の
仲
間
村
に
も
故
障
な
き
旨
年
寄
の
連
署
を
得
て
、
東

町
奉
行
所
公
事
方
の
許
可
を
願
い
出
た
が
、
こ
の
度
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
熱
心
な
る
出
願
人
等
は
、
遂
に
奉
行
所
の
投
入
箱
へ
願
書
を
投
げ
入
れ
る

と
い
う
最
後
の
手
段
に
ま
で
出
た
の
で
、
八
月
四
日
奉
行
よ
り
、

　
不
届
千
万
に
候
。
此
度
之
儀
急
度
可
申
付
品
有
之
候
へ
共
、
此
度
は
申
分
に

指
置
候
。
重
て
箇
様
な
る
不
届
の
儀
を
書
付
投
入
致
し
候
は
ゞ
、
急
度
曲
事
可

申
候
。
向
後
は
新
家
に
付
、
願
出
儀
成
間
敷
候
。

　
と
の
叱
責
を
受
け
て
、
願
書
は
奉
行
所
門
前
で
焼
き
棄
て
ら
る
る
に
至
っ
た
。

し
か
も
そ
の
後
懇
願
遂
に
功
を
奏
し
た
も
の
か
、
享
保
十
七
年
に
銭
座
開
発
の

運
び
に
な
っ
た
。
か
く
て
寛
保
二
年
に
は
だ
ん
だ
ん
こ
こ
に
三
十
軒
の
家
持
ち

の
存
在
を
見
る
に
至
り
、
延
享
元
年
六
月
十
七
日
の
調
べ
に
、
六
条
村
全
体
で

九
百
五
十
九
人
と
見
え
て
い
る
。
町
数
も
だ
ん
だ
ん
増
し
て
、
延
享
五
年
頃
に

は
銭
座
屋
敷
、
六
条
村
中
之
町
・
下
銭
座
町
な
ど
の
名
も
見
え
て
い
る
。
銭
座

と
は
六
条
村
の
南
方
郊
外
妙
法
院
領
の
地
で
、
寛
文
二
年
に
大
仏
を
鋳
潰
し
、

寛
永
通
宝
を
鋳
た
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
だ
ん
だ
ん
居
小
屋
地
南
に
延
び
て
、

遂
に
八
条
通
り
に
ま
で
達
す
る
に
至
っ
た
。
延
享
頃
の
死
刑
人
見
張
番
人
足
等

の
中
に
、
六
条
村
組
下
九
条
方
と
い
う
の
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
頃
す
で

に
八
条
通
り
を
越
え
て
、
九
条
方
へ
出
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
か
に
見
え
る
。

ま
た
文
政
九
年
十
二
月
に
は
、
東
寄
り
の
方
に
も
本
村
に
接
し
て
出
村
を
設
け
、

天
保
十
四
年
十
一
月
に
は
、
天
部
領
小
稲
荷
の
地
を
年
二
十
一
石
の
年
貢
で
天

部
村
か
ら
租
借
し
、
建
家
の
承
諾
を
得
て
こ
こ
に
も
発
展
し
た
。
こ
こ
に
於
い

て
も
と
僅
々
八
反
半
ば
か
り
の
地
所
に
引
移
っ
た
六
条
村
民
は
、
船
入
の
左
右
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に
渉
り
、
高
瀬
川
を
越
え
、
北
は
七
条
通
り
の
南
お
土
居
外
か
ら
、
南
は
八
条

通
り
ま
で
に
及
び
、
近
時
は
さ
ら
に
八
条
通
り
を
越
え
て
、
九
条
領
岩
ヶ
下
に

ま
で
溢
れ
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
正
徳
の
百
八
十
八
軒
七
百
八
十
九

人
は
、
百
九
十
三
年
後
の
明
治
四
十
年
に
一
千
百
六
十
九
戸
五
千
三
百
六
十
六

人
を
数
う
る
に
至
り
、
戸
数
に
於
い
て
六
倍
七
分
五
厘
、
人
口
に
於
い
て
六
倍

九
分
弱
の
多
数
に
達
し
た
。
今
日
で
は
お
そ
ら
く
一
千
三
百
戸
六
千
人
以
上
に

達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
中
に
於
い
て
も
と
の
六
条
の
地
の
み
は
、
祖
先
以
来
の
役
儀
を
継
承
し

て
、
所
謂
役
人
村
と
し
て
知
ら
れ
、
新
た
に
発
展
し
た
他
の
部
分
は
、
牢
屋
外

番
人
足
に
も
徴
集
さ
れ
た
が
、
主
と
し
て
工
業
に
よ
っ
て
生
計
を
営
ん
で
い
た

の
で
あ
っ
た
。

　
正
徳
以
来
の
京
都
付
近
十
一
ヶ
村
の
戸
口
の
増
加
の
割
合
を
見
る
に
、
正
徳

の
四
百
八
十
六
軒
二
千
六
十
四
人
が
、
明
治
四
十
年
に
は
約
二
千
二
百
八
十
二

戸
一
万
二
千
四
百
五
十
二
人
に
も
達
し
て
い
る
の
で
、
戸
数
に
於
い
て
四
倍
七

分
、
人
口
に
於
い
て
六
倍
強
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
旧
六
条
村
の
増
加
は
、

戸
数
に
於
い
て
も
口
数
に
於
い
て
も
、
遥
か
に
こ
れ
ら
の
平
均
以
上
に
達
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
こ
の
地
が
近
く
大
駅
を
経
て
、
生
活
上
の
利

便
が
多
い
が
た
め
に
、
鉄
道
開
通
後
こ
と
に
多
数
の
来
住
者
を
招
い
た
と
い
う

理
由
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
過
去
に
於
け
る
増
殖
の
著
し
い
こ
と
も
、
ま
た
特
に

著
し
か
っ
た
事
は
疑
い
を
容
る
る
余
地
が
な
い
。

　
　
　
　
　
３
　
普
通
民
と
部
落
民
と
の
増
加
率
の
比
較

　
明
治
四
年
以
来
全
国
の
人
口
が
七
割
六
分
弱
を
増
す
間
に
、
特
殊
部
落
民
は

二
倍
と
一
割
強
の
増
加
を
な
し
、
明
治
四
年
に
全
国
人
口
の
九
十
二
分
の
一
に

し
か
当
ら
な
か
っ
た
部
落
民
は
、
今
日
は
五
十
分
の
一
（
或
い
は
三
十
八
分
の

一
）
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
の
統
計
は
、
既
に
前
に
述
べ
て
お
い
た
通
り
で
あ

る
。
こ
の
著
し
い
増
加
率
の
相
違
は
、
さ
ら
に
そ
の
以
前
に
於
い
て
い
か
な
る

状
態
で
あ
っ
た
か
、
普
通
民
と
の
増
加
率
の
比
較
い
か
が
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。

　
徳
川
治
世
三
百
年
間
は
、
大
体
に
於
い
て
太
平
無
事
で
あ
っ
た
が
故
に
、
我

が
人
口
も
必
ず
大
い
に
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
と
は
、
何
人
も
手
軽
に
想
像
し
う

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
実
は
こ
れ
に
反
し
て
、
増
殖
率
の
案
外
低
い
の
に
は

驚
か
ざ
る
を
え
ぬ
。
徳
川
幕
府
の
人
口
調
査
は
、
享
保
六
年
以
後
毎
六
年
目
に

実
施
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
元
治
元
年
に
至
る
ま
で
二
十
五
回
の
実
施
の

う
ち
で
、
十
五
回
だ
け
の
数
は
今
日
こ
れ
を
知
る
事
が
出
来
る
が
、
そ
の
第
二

回
目
の
享
保
十
一
年
の
調
べ
が
二
千
六
百
五
十
四
万
八
千
九
百
九
十
八
人
、
第

二
十
二
回
目
弘
化
三
年
が
二
千
六
百
九
十
万
七
千
六
百
二
十
五
人
で
、
百
二
十

年
間
僅
か
に
三
十
五
万
八
千
六
百
二
十
七
人
の
増
加
を
見
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
統
計
は
、
決
し
て
正
確
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
当
時
宗
門
改
め
の
や
か
ま
し
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
案
外
信
用
す
る

に
足
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
中
に
は
、
公
家
・
武
家
、

並
び
に
そ
の
奉
公
人
・
又
者
等
を
除
外
し
た
数
で
あ
る
か
ら
、
実
際
上
の
帝
国

臣
民
の
数
は
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
も
数
割
の
割
増
し
を
見
る
必
要
あ
る
べ
く
、

か
く
て
明
治
五
年
に
至
っ
て
、
三
千
三
百
十
一
万
の
統
計
を
見
る
に
至
っ
た
事

で
あ
る
が
、
大
体
に
於
い
て
は
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
甚
だ
し
い
増
減
の
な
か

っ
た
も
の
な
る
こ
と
だ
け
は
、
こ
れ
を
承
認
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
京
都
だ
け
の
人
口
を
見
る
と
、
こ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
減

少
の
傾
き
が
あ
っ
た
。
「
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
」
の
付
箋
に
よ
る
に
、
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正
徳
五
年
　
　
　
　
　
三
十
五
万
九
百
八
十
六
人

　
　
享
保
元
年
　
　
　
　
　
三
十
五
万
三
百
六
十
七
人
（
六
百
十
九
人
減
）

　
　
享
保
二
年
　
　
　
　
　
三
十
五
万
三
十
三
人
（
三
百
三
十
四
人
滅
）

　
　
享
保
三
年
　
　
　
　
　
三
十
四
万
六
千
四
百
三
十
一
人
（
三
千
六
百
〇
二

　
　
人
減
）

　
　
享
保
四
年
　
　
　
　
　
三
十
四
万
千
四
百
九
十
四
人
（
四
千
九
百
三
十
七

　
　
人
減
）

　
こ
れ
は
一
つ
は
調
べ
方
に
も
よ
る
事
で
あ
ろ
う
が
、
大
体
に
減
少
の
傾
き
の

あ
っ
た
事
は
疑
わ
れ
ぬ
。
も
っ
と
も
右
の
数
は
、
公
家
・
堂
上
並
び
に
そ
の
付

属
家
人
・
使
用
人
、
武
家
・
寺
社
・
エ
タ
・
非
人
等
の
人
々
を
除
外
し
た
も
の

で
、
普
通
に
は
徳
川
時
代
の
京
都
の
住
民
、
四
十
万
な
い
し
五
十
万
と
言
わ
れ
、

幕
末
ま
で
決
し
て
甚
だ
し
く
増
加
し
た
と
は
思
わ
れ
ぬ
。
そ
し
て
明
治
に
な
っ

て
は
一
旦
著
し
く
減
少
し
、
近
年
よ
う
や
く
復
旧
し
た
位
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
エ
タ
の
方
は
毎
年
著
し
く
増
し

て
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
比
較
が
年
と
と
も
に
甚
だ
し
く
違
っ
て
来
る
。

正
徳
五
年
に
仮
り
に
京
都
の
人
口
四
十
万
余
と
し
て
、
エ
タ
一
人
で
二
百
人
の

需
用
を
受
け
持
っ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
は
百
人
と
な
り
、
五
十
人
と
も
な
っ

て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
相
変
ら
ず
狭
い
範
囲
で
暮
ら
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
正
徳
五
年
の
全
国
人
口
の
調
査
は
不
幸
に
し
て
こ
れ
を
知
る
事
が
出
来
ぬ
。

し
か
し
享
保
以
後
の
増
加
率
か
ら
類
推
し
て
み
る
と
、
享
保
十
一
年
よ
り
僅
か

に
十
二
年
前
の
こ
の
年
に
於
い
て
、
甚
だ
し
い
異
同
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ぬ
。

そ
こ
で
仮
り
に
公
家
・
武
家
並
び
に
奉
公
人
・
又
者
、
そ
の
他
の
漏
れ
た
も
の

の
数
を
、
し
ば
ら
く
大
き
く
見
て
百
四
五
十
万
と
数
え
た
な
ら
、
正
徳
の
全
国

人
口
は
約
二
千
八
百
万
と
な
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
全
国
人
口
数
と
、
当
時
の
京

都
近
在
十
一
箇
村
の
穢
多
数
二
千
六
十
四
人
と
の
比
は
、
十
万
人
に
対
し
て
僅

か
に
七
人
四
分
弱
に
し
か
当
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
内
地
人

約
五
千
七
百
二
十
万
人
と
、
同
じ
部
落
の
人
口
約
一
万
六
千
人
と
の
比
は
、
十

万
人
に
対
し
て
二
十
八
人
の
多
数
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
去

二
百
年
間
に
於
け
る
全
国
民
増
加
の
割
合
よ
り
も
、
京
都
付
近
の
部
落
民
増
加

の
割
合
が
、
三
倍
八
分
の
多
数
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
正
徳
の
頃
に
於
け
る
全
国
の
エ
タ
の
数
は
、
ま
た
も
と
よ
り
こ
れ
を
知
る
事

が
出
来
ぬ
。
し
か
し
仮
り
に
そ
の
頃
か
ら
現
今
に
ま
で
増
加
し
た
京
都
付
近
十

一
部
落
の
合
数
の
割
合
を
以
て
、
過
去
に
遡
っ
て
逆
算
し
、
試
み
に
当
時
の
数

を
割
り
出
し
て
み
る
な
ら
ば
、
現
在
の
全
国
総
部
落
民
が
百
十
二
三
万
人
、
し

ば
ら
く
こ
れ
を
百
十
二
万
四
千
人
と
し
て
、
正
徳
の
頃
に
は
約
十
四
万
五
千
人

で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
爾
後
約
百
五
十
年
、
明
治
四
年
迄
に
全
国
民
が
一
倍
と

一
割
八
分
強
に
達
す
る
間
に
、
部
落
民
は
二
倍
と
四
割
八
分
弱
の
数
と
な
り
、

今
日
ま
で
約
二
百
年
間
、
全
国
民
が
二
倍
と
四
分
三
厘
弱
の
増
加
と
な
る
間
に
、

部
落
民
は
七
倍
と
六
厘
強
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
四
年
称
号

廃
止
の
際
ま
で
の
増
加
の
数
を
見
る
と
、
全
国
民
が
僅
か
に
一
割
八
分
を
増
す

間
に
、
部
落
民
は
実
に
十
四
割
八
分
を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
正
徳
の
頃
に

エ
タ
一
人
で
百
九
十
三
人
強
の
人
口
に
対
す
る
用
務
を
弁
じ
、
百
九
十
三
人
強

の
人
口
に
対
す
る
需
用
品
を
供
給
し
て
い
た
も
の
が
、
明
治
四
年
の
頃
に
は
一

人
で
僅
か
に
九
十
二
人
の
用
務
を
弁
じ
、
九
十
二
人
の
需
用
品
を
供
給
す
る
事

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
の
劇
甚
な
る
人
口
の
増
殖
は
、
果
し
て
い
か
な
る
結
果
を
彼
ら

の
運
命
の
上
に
来
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
彼
ら
の
生
活
難
で
あ
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る
。
彼
ら
自
身
の
仲
間
に
生
き
ん
が
為
の
競
争
が
起
る
。
彼
ら
の
社
会
に
於
け

る
地
位
は
ま
す
ま
す
低
く
な
る
。
彼
ら
の
製
品
の
価
格
は
ま
す
ま
す
安
く
な
る
。

勢
い
世
間
に
向
か
っ
て
溢
出
せ
ん
と
し
て
世
人
の
嫌
悪
と
圧
迫
と
を
甚
だ
し
く

す
る
。
当
初
は
世
間
か
ら
歓
迎
せ
ら
れ
、
各
地
に
移
植
さ
れ
て
、
自
然
と
生
活

も
安
易
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
は
邪
魔
物
に
せ
ら
れ
、
生
活
困
難
を
来
す
事

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
別
項
「
エ
タ
に
対
す
る
圧
迫
の
沿
革
」

中
に
詳
説
し
て
お
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
見
合
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
４
　
増
加
率
に
著
し
い
差
違
を
生
じ
た
理
由

　
徳
川
時
代
を
通
じ
て
我
が
全
国
に
於
け
る
人
口
の
あ
ま
り
増
加
し
な
か
っ
た

と
い
う
理
由
は
、
も
と
よ
り
簡
単
に
こ
れ
を
説
明
す
る
事
が
出
来
ぬ
。
或
い
は

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
、
営
養
が
悪
し
く

て
生
産
率
が
少
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
。
昔
の
人
は
長
寿
の
も
の
が
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
我
々
の
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

長
生
き
し
た
も
の
の
比
較
的
多
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
代
り
に
子
供
の
死
亡
者
の
多
か
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
今
の
老
人

達
の
少
年
の
頃
の
様
子
を
見
る
に
、
数
人
の
兄
弟
が
こ
と
ご
と
く
無
事
に
揃
う

て
成
人
し
た
と
い
う
の
は
殆
ど
稀
で
あ
る
。
昔
の
子
供
は
疱
瘡
と
い
う
大
厄
を

控
え
て
い
た
。
旧
派
の
演
劇
で
非
業
に
子
を
失
っ
た
母
親
の
愁
嘆
場
に
は
、
往

々
に
し
て
「
疱
瘡
も
軽
く
済
ま
し
た
も
の
を
」
と
い
う
繰
り
言
が
伴
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
ま
た
死
亡
率
を
多
か
ら
し
め
た
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
し
ば
し
ば
猛
威
を
逞
し
ゅ
う
し
た
他
の
流
行
病
に
つ
い
て
も
、
予
防
の
方

法
を
知
ら
な
か
っ
た
が
為
に
、
死
な
ず
と
も
す
ん
だ
筈
の
人
を
多
く
殺
し
た
と

い
う
事
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
も
大
き
な
原
因
は
、
世
間
体
を
憚
る
と
い

う
虚
栄
心
と
、
生
活
難
か
ら
来
る
人
口
増
加
の
制
限
と
に
起
因
し
た
、
堕
胎
と

ま﹅
び﹅
き﹅
と
の
習
慣
の
盛
ん
に
行
わ
れ
た
為
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
施
政

の
方
針
は
、
百
姓
を
殺
さ
ず
活
か
さ
ず
に
扱
う
と
い
う
の
で
、
彼
ら
は
実
に
み﹅

じ﹅
め﹅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
で
も
僻
陬






の
地
に
は
、
生
児
制
限
の

弊
風
が
往
々
に
し
て
認
め
ら
れ
る
。
或
る
地
方
で
は
明
治
三
十
九
年
の
丙

午







の
年
に
生
児
が
少
か
っ
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
自
分
が
か
つ
て
或
る
県
の
漁

村
の
小
学
校
を
視
察
に
行
っ
た
時
に
、
女
児
の
就
学
児
童
の
極
め
て
少
い
の
に

不
審
を
起
し
て
、
村
の
学
齢
簿
を
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
実
際
そ
の
村
に

は
女
の
児
が
少
か
っ
た
。
「
こ
の
村
は
奇
態
に
昔
か
ら
女
の
児
の
少
い
所
で
、

嫁
は
多
く
他
村
か
ら
貰
う
の
で
す
」
と
の
説
明
を
聞
い
た
事
も
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
所
謂
エ
タ
の
仲
間
で
は
、
す
べ
て
の
事
情
が
右
説
く
と
こ
ろ
と
反

対
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
肉
食
と
労
働
と
に
慣
れ
て
、
営
養
が

比
較
的
良
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
と
に
そ
れ
が
そ
の
簡
易
な
る
生
活
と
相
俟
っ

て
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
か
ら
し
め
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
。
一
般

人
民
に
対
し
て
猛
威
を
振
い
、
甚
だ
し
く
そ
の
生
存
を
脅
か
し
た
流
行
病
の
如

き
も
、
彼
ら
に
は
比
較
的
影
響
が
少
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
今
で
も
部
落
の
人

々
は
、
不
衛
生
的
な
生
活
を
な
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
伝
染
病
に
殪



れ
る

も
の
が
比
較
的
少
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
生
産
率
に
於
い
て
も
、
彼
ら
は

普
通
民
よ
り
多
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
彼
ら
に
は
も
と
生
活
上
の
困
難
が
な
か

っ
た
が
為
に
比
較
的
早
婚
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
独
身
者
の
数
も
少
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
貧
乏
子
沢
山
」
と
い
う
諺
は
、
必
ず
し
も
貧
乏
で
あ

る
が
故
に
子
が
多
い
の
で
は
な
く
、
労
働
に
衣
食
し
て
、
頭
脳
を
用
う
る
こ
と

の
少
い
も
の
に
は
、
自
然
生
殖
力
も
強
い
事
を
示
し
た
の
で
、
彼
ら
の
生
活
は

正
に
こ
れ
に
匹
敵
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
彼
ら
は
、
生
活
が

豊
か
で
あ
っ
た
上
に
世
間
体
を
顧
慮
す
る
と
い
う
念
が
少
か
っ
た
の
で
、
墮
胎
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・
ま﹅
び﹅
き﹅
等
の
忌
わ
し
い
習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
彼
ら
は
ま
た
入
口
が
あ
っ
て
出
口
の
な
い
湖
水
の
様
に
、
足
を
洗
っ
て
外
へ

出
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
外
か
ら
部
落
へ
流
れ
こ
む
事
は
比
較
的
自
由
で

あ
っ
た
。
元
文
の
頃
に
な
っ
て
も
、
京
都
蓮
台
野
の
エ
タ
伊
兵
衛
が
、
町
人
近

江
屋
伊
兵
衛
の
抱
え
女
ち﹅
よ﹅
を
妻
と
し
て
、
エ
タ
に
落
し
た
と
い
う
の
が
不
届

き
だ
と
あ
っ
て
、
三
条
橋
畔
に
三
日
間
晒
し
た
上
、
追
放
せ
ら
れ
た
と
い
う
事

実
も
あ
る
。
こ
の
処
刑
の
反
面
に
は
、
処
刑
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
エ
タ
に
落
ち

て
し
ま
っ
た
の
も
あ
っ
た
ろ
う
と
の
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
と
に
エ
タ
が
ま
だ

余
り
甚
だ
し
く
世
間
か
ら
嫌
わ
れ
な
か
っ
た
際
に
於
い
て
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に

少
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
エ
タ
源
流
考
」
に
説
く
と
こ
ろ

の
如
く
、
社
会
の
落
伍
者
が
こ
こ
に
流
れ
込
ん
だ
の
も
多
か
ろ
う
。
所
謂
「
生

国
相
知
れ
申
さ
ぬ
」
「
見
懸
人
穢
多
」
の
子
孫
と
い
う
類
の
も
の
の
中
に
は
、

エ
タ
な
ら
ぬ
落
伍
者
も
雑
っ
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
原
因
は
い
か
に
も
あ
れ
、
彼
ら
の
人
口
増
加
の
率
が
、
世
間
の
人
口
増

加
率
よ
り
も
甚
だ
し
く
多
か
っ
た
と
い
う
の
は
確
実
な
る
事
実
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
彼
ら
を
安
楽
境
か
ら
脅
し
て
、
細
民
部
落
と
も
な
し
密
集
部
落
と
も

な
し
た
後
に
も
、
な
お
旧
来
の
習
慣
は
存
続
し
て
、
今
以
て
彼
ら
は
甚
大
の
増

加
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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